
資料-1 南吹田地域の地下水汚染の状況について 

平成28年度 第2回 吹田市土壌・地下水汚染浄化対策等専門家会議 資料 



対 象 地 域 位 置 図 
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吹田市役所 

吹田市水道部 泉浄水所 

都市計画道路（建設中） 

おおさか東線 

（建設中、下部工終了） 

ＪＲ東海道本線 



H25.3～4 

立て坑 

SMW工法（GL-15ｍまで遮水） 
H25.1～2 

立て坑 

SMW工法（GL-15ｍまで遮水） 

H27.11～12 

SMW工法（GL-14.5ｍ～12ｍまで遮水） 

 

都市計画道路の工事の状況 

H26.3～H27.2 

地盤改良（GL-1.6～1０mを遮水） 

H27.12 

鋼矢板（GL-10ｍまで遮水） 

 



調 査 位 置 図 
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都市計画道路 
（ＪＲ東海道本線アンダーパス建設中） 

ＪＲおおさか東線 

（建設中、下部工終了） 

ＪＲ東海道本線 

揚水井戸No.63周辺 

（H29年度工事予定） 

水道部 
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地下水位コンター図 
下水管修復前（H28.7 第1帯水層） 
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地下水位コンター図 
下水管修復前（H28.7 第2帯水層） 
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地下水位コンター図 
下水管修復後（H29年2月 第1帯水層） 
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地下水位コンター図 
下水管修復後（H29年2月 第2帯水層） 
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No.11周辺の地下水位測定結果（第1帯水層、O.P.、単位m） 

H26. 

3月 

H26. 

8月 

H27. 

2月 

H27 

8月 

H28. 

2月 

H28. 

7月 

H29. 

2月 

No.69 - - - - - 0.835 0.325 

新No.11 - - - - 0.638 0.778 0.558 

No.11 0.704 0.914 0.624 0.974 0.704 0.884 0.634 

No.69 - 新No.11 - - - - - 0.057 - 0.233 

下水管修復前（平成28年7月） 下水管修復後（平成29年2月） 
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測定日 

地
下
水
位
（ 

ｍ 

） 

下水管修復（2016年9,10月）後、No.69の地下水位が、新No.11付近と比較した
ところ、相対的に低下傾向がみられる。 

No.11周辺の地下水位の変動状況 
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No.11孔周辺の連続地下水位測定結果（自記水位計 測定結果） 
（平成24年8月10日～平成29年3月16日） 

No.11 

No.34 

No.48 

No.35 

No.61 新No.53 

第1帯水層 地下水位コンター図（H29.2.1時点 ） 
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JRおおさか東線 鋼矢板打設・引抜 

都市計画道路 遮水  



地下水汚染濃度コンター図（第1帯水層、1,2-ジクロロエチレン） 
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平成28年5月 平成28年7月 

平成28年11月 

注）コンター図は、調査地点での

測定結果をもとに描いていますが、

推定が含まれている部分もありま
す。 

平成29年2月 



地下水汚染濃度コンター図（第1帯水層、塩化ビニルモノマー） 
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平成28年5月 

平成28年11月 

注）コンター図は、調査地点での

測定結果をもとに描いていますが、

推定が含まれている部分もありま
す。 

平成29年2月 

●H28.8以降、水道部泉浄水所の休止中の井戸で塩化ビニルモノマーが検出（0.0003mg/L程度） 

平成28年7月 



北西部の汚染拡散状況（H28.11） 
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注）コンター図は、調査地点での

測定結果をもとに描いていますが、

推定が含まれている部分もありま
す。 

地下水汚染濃度コンター図 

（第1帯水層、塩化ビニルモノ
マー、H28年11月） 

平成28年11月 

●H28.11北西部の北側No.51で塩化ビニルモノマーの基準超過
（0.0049mg/L） 

No.51 

No. 7月 11月 2月 

51 0.0003 0.0049 <0.0002 

単位：mg/L、基準：0.002mg/L 



北東部の汚染拡散状況（H29.2) 
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注）コンター図は、調査地点での

測定結果をもとに描いていますが、

推定が含まれている部分もありま
す。 

平成29年2月 

北東部の北側（No.68）及び北東側（No.70） での塩化ビ
ニルモノマーの検出、濃度上昇が見られる。（右表参照） 
 

No. 7月 11月 2月 

68 <0.0002 ━ 0.0003 

70 <0.0002 0.0005 0.0017 

塩化ビニルモノマーの測定結果（H28年度、単位：mg/L） 

地下水汚染濃度コンター図 

（第1帯水層、塩化ビニルモノ
マー、H29年2月） 

No.68 
No.70 
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総モル数＊による地下水汚染濃度コンター図（第1帯水層） 

平成26年5月 平成26年8月 

平成26年11月 平成27年2月 

＊ テトラクロロエチレン、トリクロロエチレン、1,2-ジクロロエチレン、1,1-ジクロロエチレン、塩化ビニルモノマーの総和 



総モル数＊による地下水汚染濃度コンター図（第1帯水層） 
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平成27年5月 平成27年8月 

平成27年11月 平成28年2月 

＊ テトラクロロエチレン、トリクロロエチレン、1,2-ジクロロエチレン、1,1-ジクロロエチレン、塩化ビニルモノマーの総和 



総モル数＊による地下水汚染濃度コンター図（第1帯水層） 
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平成28年5月 平成28年7月 

平成28年11月 平成29年2月 

＊ テトラクロロエチレン、トリクロロエチレン、1,2-ジクロロエチレン、1,1-ジクロロエチレン、塩化ビニルモノマーの総和 



下水道本管周辺の汚染地下水の想定流動状況（模式断面図） 
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盛土層 

（B） 

粘土層 

（Ac1） 

砂 層 

（As1～As3） 

シルト層 

（Am） 

粘土層 

（Ac2） 

埋土層 

汚染地下水 

No.69 

（約20m投影） 

南側 北側 

マンホール 

下水道本管接合枡 

汚染地下水 

の流入 

非汚染地下 

水の流入 

：採水位置 

GL.-0m 

GL.-5m 

GL.-1m 

GL.-2m 

GL.-3m 

GL.-4m 

GL.-6m 

GL.-7m 

GL.-8m 

GL.-9m 

下水道本管 

φ1650mm 

H28.11.4 H28.11.14 

GL-3.5m <0.002 0.048 

GL-5.0m 0.025 0.050 

GL-7.5m 0.20 0.13 

非汚染地下水 

第１帯水層は深いほど汚
染濃度が高いことから、下
水道本管（上部）からは、
非汚染地下水が流入し、
下水道本管（底部）から汚
染地下水が流入した可能
性が高い。 

No.69の塩化ビニルモノマーの
深度別調査結果（単位：ｍｇ/Ｌ) 

地下水環境基準：0.002mg/L 
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地下水汚染の状況（まとめ） 

エリア 状況 

北西部 １ 平成28年8月以降、水道部敷地内の深井戸（休止 

 中）で塩化ビニルモノマーが検出される。 

 

２ 北側のNo.51で、塩化ビニルモノマーの基準超過  

 が確認された（H28.11）。 

北東部 １ 大型工事による地下水位（地下水流向）の変化は 

 見られない。 

 

２ 平成28年7月以降、新設のNo.69での測定の結果、 

 塩化ビニルモノマーの高濃度汚染が確認されている。
 

３ 下水管修復後、No.69の地下水位は、新No.11付 

 近と比較したところ、相対的に低下している傾向が 

 確認された。 

 

４ No.11の北側（No.68）及び北東側（No.70）での塩 

 化ビニルモノマーの検出、濃度上昇が見られる。 


